
米国市民または米国国籍者でない場合でも、プログラムの他の規則をすべて満たしていれば、連邦
SNAPの給付を受けることができます。

米国市民でない場合でも連邦栄養補給支援事業（SNAP） 
の給付を受けることができますか?

下記のサイトで、SNAPに関する市民権および外国人の身分関連の連邦規則をご覧ください。
•	 http://www.fns.usda.gov/snap/government/POLIMGRT.HTM
•	 http://www.gpo.gov/fdsys/pkg/CFR-2011-title7-vol4/pdf/CFR-2011-title7-vol4-sec273-4.pdf
•	 http://apps.leg.wa.gov/wac/default.aspx?cite=388-424-0020

米国移民当局が以下のいずれか1項目に該当すると認める場合：

アメラジアン人
アサイリー（亡命者）
キューバまたはハイチからの入国者
保留中の本国送還者または退去者
難民
非市民のアメリカンインディアン

イラクまたはアフガニスタン出身の特別移民。配偶者およ
び21歳未満の未婚の子供を含む 
人身売買の被害者
人身売買被害者の配偶者、子供、親、または兄弟姉妹
モン族または高地ラオ部族民
モン族または高地ラオ部族民の配偶者、未婚の寡婦また
は未亡夫、あるいは扶養されている未婚の子供

– または –
下記の必要条件のいずれか2項目 （各欄から1項目）

合法的な永住者（「グリーン」カードの保有者）
条件付き入国者
一年以上の仮釈放者
被虐待配偶者、被虐待配偶者の児童、被虐待
児童、または被虐待児童の両親で下記を保持
している場合：
•	 米国市民の近親者として移住するための、 

係属中また承認済みI-130請願書あるいは出
願書、もしくは

•	 グリーンカード保有者の妻または夫として移
住するための、係属中また承認済みI-130請願
書あるいは出願書、もしくは

•	 反女性暴力法（VAWA）に準じた、係属中の自
己請願に対する「推定的」承認通知書、 
もしくは

•	 VAWAに準じた、本国送還の停止または退去
の解除に関する係属中の申請の証拠。

少なくとも5年間、最初の欄におけるいずれか1
つのカテゴリーの個人として、米国に在住した
ことがある場合。
18歳未満の場合。
1931年8月22日までに出生し、1996年8月22日の
時点で米国に合法的に滞在していた場合。
追加保障所得（SSI）の視覚障害者または障害
者のための条項に基づき、現金または医療給
付を受けている場合。
社会保障庁のワーククオーターで40クレジット
を獲得できる場合。クオーターは本人または
配偶者、あるいは18歳未満の場合は両親また
は義理の両親のものが使えます。
米軍で現役の軍務についている軍人、または
名誉除隊となった退役軍人の場合。
米軍で現役の軍務についている軍人、または
名誉除隊となった退役軍人の配偶者、未婚の
生存配偶者、あるいは扶養されている未婚の
子供の場合。

米国移民当局が以下のいずれか1項目に該当すると認める場合： さらに、下記の条件のいずれか1項目を満たしている場合：
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